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政治 

【内政】 

●ピヴェツ農林食糧相の辞任 【５日】 

地方出張の際に、家族の滞在費等を自治体当局

が負担したなどの汚職疑惑が報じられ、９月に年金

党（ＤｅＳＵＳ）党首の座を辞任していたピヴェツ農林

食糧相は、１０月５日、大臣辞任を表明した。また、同

時に党を離党する意向も明らかにした。辞任の発表

は、同日に予定でされていた議会における同大臣へ

の解任動議投票の数時間前に行われた。辞任に際し、

ピヴェツ農林食糧相は、同大臣はこれまで一般の国

民の実際の問題を解決することを優先課題として働

いてきており、党や政界のエリートの利益に従ってい

ないために国民議会の議員は自分を解任するのだろ

うと述べ、国民の利益のために働く者を受け入れよう

としない政治家により判断されたくはないと述べた。

また、同大臣は、週末や休暇中であっても職務を行っ

てきた点を指摘し、自分の最大の罪は、週末に大臣

としての業務を遂行する間に家族との時間を割いた

ことにどうやらあるようだと述べた。今後について、同

大臣は、考えをまとめるために少し休みを取ると述べ

つつ、他の政党への参加や自身の政党を立ち上げる

可能性については否定した。 

 

 

 

 

●野党４党、影の内閣発足に向けた協議を開始 

 【７日、２９日、３０日】 

マリヤン・シャレツ・リスト（ＬＭＳ）、社会民主党（Ｓ

Ｄ）、左派（Left）及びアレンカ・ブラトゥシェク同盟（ＳＡ

Ｂ）の野党４党は、ヤンシャ政権に代わる影の内閣

（Alternative Government）設置に向けた協議を開始

した。同協議は首相就任を目指すエコノミストのヨジ

ェ・ダミヤン氏が発案したマニフェストをたたき台とす

るもので、保健分野への更なる投資、若年層への廉

価での住居提供、就学前教育の無償化等が謳われ

ている。 

２９日、ヨジェ・ダミヤン氏は、野党４党の間で優先

分野につき合意ができたとして、現在連立与党に参

加する政党の内、最大与党の民主党（ＳＤＳ）を除い

た３政党（現代民主党（ＳＭＣ）、新スロベニア（ＮＳi）、

年金者党（ＤｅＳＵＳ））を協議に招待した。同招待に関

し、ポチヴァルシェクＳＭＣ党首は、現在の（新型コロ

ナウイルスを巡る）状況は非常に深刻であり、政界は

一丸となって対処すべき時であるとして、政権交代を

目指す協議は不適切で無神経なものであると述べ、

招待を却下した。また、新スロベニア（ＮＳi）のトニン

党首も、３０日にダミヤン氏と面会した後、同党は影
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の内閣設置の協議には参加しない旨を明らかにした。

なお、年金者党（ＤｅＳＵＳ）については、態度を明らか

にしていない。 

 

●社会民主党党首選：ファヨン欧州議会議員が党首

に就任 【１０日】 

１０日、野党社会民主党（ＳＤ）の党大会がオンライ

ンで開催され、党首選が実施された。党首選には現

在同党の党首代行を務めるファヨン欧州議会議員と

プレドニク国民議会議員の２名が立候補し、ファヨン

欧州議会議員が２７６票を獲得し、１０７票を獲得した

プレドニク国民議会を破り、新党首に選出された。党

首選出後、ファヨン新党首は、社会民主党の歴史で

初めての女性党首となることができ誇りに思うと述べ

るとともに、党のプログラムに関し、国民の社会保障

及び公共システムを守ること重視していくと述べた。 

 

●政府、規制機関の統合案を閣議決定 【１４日】 

 政府は、主要規制当局８機関を２つの上層機関に

統合することを目的とした法案を閣議決定した。一つ

目の新機関は、エネルギー庁、通信ネットワーク・サ

ービス局、競争保護庁、交通安全局、民間航空局お

よび鉄道輸送局を統合し、エネルギー、電気通信、郵

便サービス、メディア及び交通輸送に関する市場を規

制すると同時に、合併や買収、市場競争、消費者保

護を監督する。また、２つ目の新機関は、証券市場庁

と保険監督庁を統合して、金融市場を監督する機関

とする予定。 

 

●新農林食糧大臣の就任 【１５日】 

ピヴェツ農林食糧相の辞任により空席となっていた

農林食糧大臣ポストに関し、１５日、国民議会は賛成

４８票、反対７票で、ポドゴルシェク農林食糧相の任

命を承認した。同新大臣は、これまで農林食糧副大

臣を務めていた人物で、農業経済学の博士号を有し

ている。就任に際し、ポドゴルシェク新大臣は、「大臣

任命を光栄に思う。責任をもって業務を行う予定であ

る。フードサプライチェーンの関係者そして皆様の期

待に、せめて部分的にでも応えられるようにしたい。

新型コロナウイルスは、食料安全保障の観点からス

ロベニアが自前の農家を必要としていることを証明し

た」と述べた。 

 

 
（Photo: スロベニア政府: www.gov.si） 

【外政】 

●スロベニア、ハンガリー及びクロアチアによる送電

線建設にかかる式典 【１４日】 

 ヤンシャ首相は、スロベニア東部において、オルバ

ーン・ハンガリー首相及びグルリッチ＝ラドマン・クロ

アチア首相とともに、スロベニア東部チルコヴツェ市

（Cirkovce）と対ハンガリー国境にあるピンツェ市

（Pince）を結ぶ全長８０ｋｍとなる送電線建設計画（総

額１億５千万ユーロ）に関する式典に出席した。同送

電線は、ハンガリーとスロベニアの送配電網に連結さ

れ、最終的にはクロアチアの電力網にも繋がる予定。

ヤンシャ首相は、本計画は、スロベニアだけでなく地

域の電力供給に資するものであると述べ、本件に関

するハンガリー及びクロアチア両国の協力に感謝の

意を表した。同送電網は、２０２１年末までに国際電

力網に繋がり、プロジェクト全体としては２０２２年末ま

でに完了する予定。 

 

 
（Photo: Nebojša Tejić/ STA） 

 

●スロベニア、フランスで発生したテロ事件を非難 

【１７日】 

フランスのパリ郊外で教師が首を切断されて殺害

された事件に関し、ヤンシャ首相はツイッター上で

「我々はＥＵ全土におけるいかなるテロ行為及び路上

での暴力行為も許さない」と非難するコメントを発出し

た。また、スロベニア外務省も「フランスにおいて発生

した残虐なテロ攻撃に対し遺憾の意を表する。我々

の心は、犠牲者の家族及びフランスの人々と共にあ

る」とツイッター上に投稿した。 

 

●パホル大統領、三海域協力イニシアティブ首脳会

合に出席 【１９日】 

 パホル大統領は、バーチャル形式で開催された三

海域協力イニシアティブ首脳会合に参加した。本年の

議論の中心は、デジタル化及びスマート・コネクティビ

ティであり、全加盟国は、優先案件リストに挙げられ

たエネルギー、運輸、デジタルインフラ分野の案件に

焦点を当てた。また、加盟国の首脳は共同宣言を採

択した。パホル大統領は、ビデオメッセージにおいて、

スロベニアの地理的な位置及び開かれた経済は、隣
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国とのより良い連結性を必要としていると述べ、スロ

ベニアにとってインフラ連結性を通じた中・東欧の経

済発展、ＥＵ加盟国の更なる集結、欧州・米国関係の

強化という３つの柱は重要なものであると述べた。ま

た、同大統領は、三海域協力イニシアティブがエネル

ギー、運輸交通、デジタルインフラという関心３分野

の全てにおいてより良い連結性を達成することを望ん

でおり、そのために全力を尽くすと述べたほか、最大

の課題は、政治的メッセージをいかにコントロールす

るかであるとして、同イニシアティブが、一部のＥＵ加

盟国による他のＥＵ加盟国に敵対するブロックとみら

れることがあってはならず、ＥＵの結束と欧州・米国関

係に貢献するものであるべきであると強調した。 

 

●北マケドニア外相のスロベニア訪問 【１９日】 

北マケドニアのオスマニ外相がスロベニアを訪問し、

ロガル外相と会談を行った。両者は、北マケドニアの

ＥＵ加盟プロセスを中心に意見交換を行い、ロガル外

相は北マケドニアのＥＵ加盟への支持を表明したほ

か、スロベニアのＥＵ議長国期間中の優先事項につ

き説明した。一方、オスマニ外相は、本年末までに北

マケドニアのＥＵ加盟交渉が開始されることを期待す

ると述べた。また、両者は地域情勢、二国間の経済・

貿易協力などにつき意見交換を行った。オスマニ外

相は、スロベニア滞在中、ゾルチッチ国民議会議長と

も会談し、経済、文化、不法移民対策、北マケドニア

のＥＵ加盟プロセスなど様々な分野に関する意見交

換を行った。 

 

 
（Photo: Tamino Petelinšek/ STA） 

 

●ロガル外相、新型コロナウイルス感染 【２３日】 

２３日、スロベニア外務省は、定期検査においてロ

ガル外相の新型コロナウイルス陽性が確認されたと

発表した。ロガル外相に新型コロナウイルスの症状

は出ていないが、国立公衆衛生研究所の指示に従い、

ロガル外相及び同外相と濃厚接触のあった職員は、

２３日より１０日間の自主隔離を行う。 

また、仏ＡＦＰ通信によると、エストニア、ラトビア、リ

トアニアの外相及びベラルーシの野党指導者である

チハノフスカヤ氏は週の前半にロガル外相と会談し

たため、自主隔離に入ったと報じた。更に、スロベニ

ア通信によると、ロガル外相は、新型コロナウイルス

の検査結果を待っている間、国立美術館を訪問し、

同美術館のヤキ館長と会談したことが明らかになっ

たため、同館長も自主隔離に入ったとのこと。 

 

●米大統領選挙：ヤンシャ首相がトランプ大統領支

持を公表 【２３日】 

２３日、ヤンシャ首相は自身のツイッター上で米大

統領選挙においてトランプ米大統領を支持する発言

を行った。同首相は、ツイッターに「我々はバイデン氏

の困難で悲劇的な過去や政治的成果を尊重する。し

かし、同氏が当選した場合、歴史上最弱の大統領の

一人となることだろう。現在、自由世界はかつてない

ほど強い米国を強く必要としている。行け、勝て、ドナ

ルド・トランプ」と投稿した。 
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経済 

【経済一般、指標・統計】 

●新規水力発電所建設計画に関するコンセッション

契約署名 【２日】 

 ２日、スロベニア環境・空間計画省は、スロベニア国

有電力企業「スロベニア電力ホールディング（ＨＳＥ）」

との間で水力発電所建設にかかるコンセッション契約

に署名した。本コンセッション契約の対象となるのは、

スロベニア中央部イェジツァ市（Jezica）から南東部ス

ハドル市（Suhadol）までのサヴァ川の水域。また、同

省は、同コンセッション契約の実施について、関連す

る地方自治体（ザゴリェ・オブ・サヴィ、ラシュコ、トル

ボウリエ及びフラストニク）の代表らとの間で合意書

に署名した。署名を行ったヴィズヤク環境・空間計画

相は、「本日は、スロベニアの経済及び再生可能エネ

ルギーへの移行にとって素晴らしい日である」と述べ、

プロジェクトに参加したすべての地域コミュニティ、ＨＳ

Ｅ幹部及び関係者に感謝の意を表した。同大臣はま

た、本件が地域社会の発展に大きく貢献するもので

あることを強調した。 

 

 
（Photo: Tamino Petelinšek/ STA） 

 

●ムーディーズ、スロベニアの格付けを引き上げ 

【３日】 

 格付け機関ムーディーズは、スロベニアの長期発行

体及び優先無担保債の格付けを「Baa1」から「A3」に

１段階引き上げた。見通しは「安定的」。財務省は、本

件引き上げを受け、「現在、格付け機関は、格付けの

引き下げまたは据え置きを多く行っているなか、今回

の引き上げは外国人投資家にとってスロベニアが最

も信頼できる国のひとつであることを示している」と歓

迎するコメントを発表した。 

 

●デジタル競争力ランキング、 スロベニアの順位上

昇 【３日】 

 スイスのビジネススクール「ＩＭＤ」は、２０２０年版デ

ジタル競争力ランキングを発表した。対象６３か国・地

域中、スロベニアは３１位で前年より１つ順位を上げ

た。同ランキングは知識、技術、将来への備えの３つ

の大項目で評価がされており、スロベニアは、情報通

信への投資で５位、モバイルブロードバンド加入者で

９位と高評価を得たが、契約の履行で５４位、Ｒ＆Ｄ

生産性（Ｒ＆Ｄ支出に対する科学論文発表数）で５９

位との評価であった。本ランキングの上位５か国・地

域は上から順に、米国、シンガポール、デンマーク、

スウェーデン、香港で、日本は２７位となっている。 

 同ランキングは以下のリンクから閲覧が可能。 

https://www.imd.org/wcc/world-competitiveness-

center-rankings/world-digital-competitiveness-

rankings-2020/ 

 

●エネルギー・トリレンマ・インデックス、スロベニアは

１４位 【８日】 

 世界エネルギー会議（ＷＥＣ：World Energy Council）

は、２０２０年版エネルギー・トリレンマ・インデックス報

告書を発表した。同報告書では、エネルギー供給保

障（Energy Security ）、エネルギーの公平な配分

（ Energy Equity ） 、 持 続 可 能 性 （ Environmental 

Sustainability）の３項目を基に各国の取組を分析して

おり、スロベニアの総合評価は１００点満点中７８．２

点で、対象１２８か国中１４位であった。項目別で見る

と、エネルギー供給保障で６７．９点、エネルギーの公

平な配分で９３．４点、持続可能性で７７．０点であっ

た。スロベニア・エネルギー会議のシュモン氏は、スロ

ベニアは前年１２位であり順位を落としたように見え

るが、スコアの算出方法が変更となったため比較する

ことはできないとした上で、全体的にスロベニアの取

組は評価できると述べた。なお、全体評価の上位５か

国は上からスイス、スウェーデン、デンマーク、フィン

ランド、オーストリアの順で、日本は２４位となった。 

 同レポートは以下のリンクから閲覧が可能。 

https://www.worldenergy.org/assets/downloads/Wor

ld_Energy_Trilemma_Index_2020_-_REPORT.pdf 

 

●国民議会、「コロナ・パッケージ」第５弾を可決 

【１５日】 

 国民議会は、新型コロナウイルス危機における経

済措置「コロナ・パッケージ」第５弾として一連の法案

を可決した。今回の４億２千万ユーロ規模の経済措

置は、長期化する新型コロナの社会経済的影響を緩

和するために導入されたもので、これまでの経済支

援の延長または再導入、医療機関等への追加支援

等が含まれる。また、同措置は、別途記載がない限り、

１０月１日に遡って適用される。支援内容の概要は以

下のとおり。 

（１）雇用維持支援 

・新型コロナウイルス経済対策において本年９月まで

適用されていた一時解雇に対する助成期間を本年１

２月末まで延長する。また、政令により、同措置を最
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大２０２１年６月末まで延長可能とする。これにより、

売上減少等の条件を満たした場合、一時解雇された

従業員は賃金の８０％を受け取る権利があり、国が

その全額及び関連の社会保険料を負担する。 

・同様に、自主隔離を命じれられ勤務できない従業員

に対する助成（賃金の１００％）の期間を本年１２月末

まで延長し、政令により、最大２０２１年６月末まで延

長可能とする。 

・新型コロナ対策において本年１２月末まで適用され

ていたパートタイム雇用に対する助成に関し、政令に

より、その助成期間を最大２０２１年６月末まで延長可

能とする。一定の条件を満たした場合、労働時間が

減少する従業員に対して、一人あたり月額１１２～４４

８ユーロを助成する。 

（２）企業の事業継続支援の延長 

 新型コロナ対策において本年１２月末まで適用され

ていた企業ローンに対する政府保証スキームの利用

期間を２０２１年６月末まで延長する。ローン額は、こ

れまで申請企業の２０１９年度売上の１０％または人

件費の全額のいずれかの低い額以内としていたとこ

ろ、（人件費にかかる条件を外し）上限を申請企業の

２０１９年度売上の１０％以内とする。 

（３）個人事業主を対象とする支援の再導入 

 新型コロナの影響で事業活動を行えない個人事業

主（起業家、フリーランスの文化関係者、農家等を含

む、パートタイムを除く）を対象に、本年の収入が前年

比２０％減少する等の条件を満たした場合、本年１０

月から１２月まで、毎月１，１００ユーロ（または、社会

保障費免除対象の場合は毎月７００ユーロ）の補助

金を支給する（注：本年３月から５月まで、同様の補

助金が支援されている）。 

（４）医療機関への支援 

・医療・介護施設に対して、本年６月から２０２１年末

までの期間を対象に、新型コロナ関連の個人防護具、

医療機材及び人材を十分に確保するための財政的

支援を行う。また、教育・研究機関、交通運輸業、小

規模企業に対しては、本年末まで、同様の支援を行

う。 

・新型コロナの影響により、医療機関に対して、キャ

パシティがあるにも関わらず提供できなかった通常の

医療サービス等の減少による収入減を補填する。 

・新型コロナ患者の治療等に携わる医療・介護従事

者を対象に、本年６月から２０１年末まで、賃金の３

０％に当たるボーナスを支給する。この措置は、政令

により、最大半年間の延長が可能。 

・病気休暇に関し、年一回に限り、休暇を取得する最

初の３日間までは、医師による診断書なしに休暇を

取得できることとする（全セクター対象）。これにより、

医師及び医療機関への負担を軽減する。同措置は、

本年１２月末まで適用とし、政令により、その後最大

半年間延長可能とする。 

（５）その他 

・国内の観光促進を目的とした観光クーポンに関し、

未使用分の有効期限を、政令により、最大２０２１年

末まで延長可能とする。また、運輸業者を対象に、春

の公共交通機関の運行停止による収入減の一部を

補填する。 

・農業支援の継続として、公的機関は、食料品・農産

品を調達する場合、その５０％を国内から調達するこ

ととする。 

・大学生に対し、２０２０～２０２１年度において、全て

の手続きをオンラインで行うことを可能とし、また、関

連する電子署名については、その他の身分証明の手

段がある場合は免除される。 

 

【企業、産業の動向】 

●ファーウェイ社に対する高リスク企業指定の動き  

【２日、６日】 

２日、スロベニア通信（ＳＴＡ）は、非公式情報としつ

つ、スロベニア政府が今後数週間以内にファーウェイ

社を高リスク・サプライヤーに分類するかに関する決

定を行う予定であると報じた。同報道によると、ファー

ウェイ社を高リスク・サプライヤーに指定する決定が

なされた場合、スロベニアの携帯電話及び情報通信

サービスのプロバイダーは、ファーウェイ社から機器

を購入することができなくなるほか、国防・諜報機関、

セキュリティ・防災関連機関等についても同社の製品

やサービスの使用が禁止されることになる。 

６日、ファーウェイ社はリュブリャナにおいて記者会

見を開き、同社中欧・北欧部門のケジア副社長は、政

府の計画については報道を通じて初めて知ったと述

べた上で、同社はスロベニア政府の計画に対して強

い懸念があると述べ、このように厳格で差別的な措

置を行うのは、欧州ではスロベニアが最初の国であ

ると述べた。同副社長は、スロベニア政府当局と連絡

を試みているが、まだ連絡が取れていないと述べつ

つ、ファーウェイ社はまず政府から公式の情報を得た

上で今後の措置につき決定すると述べた。 

 

●ラデチェ製紙工場、抗菌紙を生産 【５日】 

 ラデチェ・ペーパーノヴァ・グループ（Radeče Papir 

Nova Group）は、本年４月より抗菌紙の製造・販売を

開始した。同抗菌紙は、バクテリアの繁殖を抑えるだ

けでなく、ウイルスの拡散を抑えるため、免疫力の弱

い人も安心して使えるもの。同社のスーシン製造部

長によると、これまでにすでに３０トンを製造しており、

同紙は、保健医療、飲食、教育など様々な分野で用

途があり、学校及び医療機関から最も高い関心が寄

せられている。同社は、抗ウイルス活性を測定するた

めに、新型コロナウイルスと似た構造を持つ猫コロナ

ウイルスでも実験を行い、英国の研究所で実施され

たテストでは、２時間の接触後、猫コロナウイルスが
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最大で９４％減少したことが示された。同社は現在、

抗菌コピー用紙を製造しているが、抗菌技術を用い

た他の製品の開発にも取り組んでいる。 

 

●コペル～ディヴァチャ間第２鉄道路線建設計画に

関する第１次入札審査結果の発表 【１４日、２７日】 

コペル～ディヴァチャ間第２鉄道路線建設計画に

関し、本計画を運営管理する国営２ＴＤＫ社は第１次

入札審査結果を発表した。第１次審査を通過した企

業・コンソーシアムは、①Gorenjska Gradbene Duzda 

b.b（スロベニア）率いるコンソーシアム、②STRABAG 

AG （ オ ー ス ト リ ア ） 率 い る コ ン ソ ー シ ア ム 、 ③

KOLEKTOR CPG d.o.o.（スロベニア）率いるコンソーシ

アム、④CENGIS INSAAT VE TICERAT A.S.（トルコ）

で、入札に多数参加していた中国企業は落選した。

国営２TDK社のヘウカ社長は、「第三国からの応札企

業については、本年５月に可決された法律に基づい

て、該当国がスロベニアとの貿易協定を結んでいる

場合のみ入札参加できるところ、トルコはこの条件を

満たしているが、中国はそうでない」と述べ、「複数の

中国企業・コンソーシアムが入札書類を提出したが、

第１次審査で検討がなされたのは１社のみであり、そ

の１社も審査を通過しなかった」と述べた。 

２７日、国営２ＴＤＫは、本件入札結果に関し、７件

の不服申し立てがあったことを明らかにした。同社は、

不服申し立てを行った企業及び申し立て内容につい

ては明らかにしない方針であり、今後、申し立て内容

を精査し、回答を行う予定。 

 

 
（Photo: 2TDK社、www.drugitir.si） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス関連情報 

●１０月３０日時点におけるスロベニア国内の新型コ

ロナウイルスの感染状況 【３０日】 

 １０月３０日時点において、スロベニア国内で新型コ

ロナウイルスへの感染が確認されている人数は累計

３２，４４２名で、死者は計３１５名となっている。スロベ

ニア国立公衆衛生研究所が発表している３０日時点

での地域別感染者は以下となっている。 

 

地域 感染者数 

スロベニア中心部 ９，９３７ 

ドレンスカ・ベラクライナ地方 ２，０８７ 

サヴィンスカ地方 ４，３０３ 

ポドラウスカ地方 ３，５５８ 

ゴレンスカ地方 ５，２７９ 

ポムルスカ地方 １，７６７ 

オバルノ・クラシュカ地方 ７５５ 

ゴリシュカ地方 ９４２ 

コロシュカ地方 １，３４７ 

プリモルスコ・ノトランスカ地方 ５８４ 

ポサウスカ地方 ８８２ 

ザサウスカ地方 ８４７ 

その他調査中 １５４ 

 

●政府、新型コロナウイルス感染症流行宣言を発出 

 【１９日】 

スロベニア政府は、１０月１８日深夜、感染症法に

基づき政令を公布し、スロベニア全土を対象とした新

型コロナウイルスの流行宣言を行った。同流行宣言

は、１０月１９日に発効し、期間は３０日間。政府は、こ

の宣言により、市民保護・救済計画が発動され、迅速

に必要な支援を実施することとしている。スロベニア

における新型コロナウイルス感染症にかかる流行宣

言は、３月１２日から５月末まで発動されたものに続

き、２回目となる。 

 ヤンシャ首相は、「この困難な時期において、国民

の協力を得て更なる感染拡大を抑え、医療機関及び、

真に支援を必要とする人々を支えることが重要であ

る」と一人一人の感染予防対策の強化を呼びかけた。 

 

 
（Photo: Daniel Novakovič/ STA） 
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●夜間移動及び地域間移動等の制限 【２０日】 

政府は、国内新規感染者数の増加傾向等を踏ま

えて、国内における移動制限等に関する政令を発布

した。概要は以下のとおり。 

（１）夜間移動の制限 

 午後９時から午前６時までの移動が制限される。移

動が認められる例外事項は以下のとおり。また、本政

令は、政府、地方自治体等による公共サービスの提

供は対象外となる。 

ア．生命、健康等に差し迫った危険を回避するための

移動 

イ．通勤、緊急業務を行うための移動 

ウ．救急サービスへのアクセス 

（２）集会の制限 

 集会の人数について、これまで最大１０名までとさ

れていたが、１０月２０日より、最大６名までに制限さ

れる。近親または同じ世帯の者同士の場合は、７名

以上が集まることが認められるが、いずれの集会の

場合でも、公衆衛生研究所のガイドラインに沿って適

切な感染予防策を講じることが求められる。また、こ

れまでレッド地域でのみイベント開催等が制限されて

いたが、今後は、全国において、全てのイベント、集

会、礼拝及び結婚式が禁止される。アウトドア活動、

屋外スポーツに関しても、同世帯以外の者が集まっ

て行う場合には、同じグループ内でもソーシャルディ

スタンス等を確保する必要がある。 

（３）地域間の移動制限 

 これまでレッド地域からの移動のみが制限されてい

たが、今後は、全国において地域間の移動が禁止さ

れる。例外事項は以下の通り。 

ア．通勤のための移動及び仕事場での勤務 

イ．経済活動、農業・林業活動 

ウ．生命の危険を排除するための移動 

エ．支援を必要とする家族の保護及びサポート 

オ．救急サービスへのアクセス 

カ．医療機関・薬局・リハビリサービス等へのアクセス 

キ．大使館・領事館へのアクセス 

ク．司法手続・行政手続機関等へのアクセス 

ケ．特別支援サービスへのアクセス 

コ．私有地の季節メンテナンスのための移動 

 なお、異なる地域における複数の住居を有する者

は、滞在する場所を一か所決定することとし、両方の

住居を行き来することは認められない。 

（注：１０月２７日には更に移動制限が強化され、自治

体間の移動が制限された（次頁参照）） 

 

●文化施設等の営業制限及びスポーツ活動に関す

る追加的制限措置 【２２日】 

政府は、営業制限に関する政令を改定した。これ

により、映画館等の文化施設が閉鎖される（図書館、

美術館・博物館は引き続き開館可能）ほか、感染危

険地域（レッド）以外の飲食店の営業時間が、夜間移

動制限に合わせ、午後９時までに制限された。また、

レッド地域における理髪店のサービスは、これまで一

室につき客１名ずつの入店に限られていたが、２０平

方メートルあたり１名に制限された。 

 また、スポーツ活動については、レッド地域において

は公式に登録された選手の活動等の例外を除き、屋

内スポーツ関連施設が閉鎖され、レッド地域以外に

おいても屋内スポーツ関連施設への入場制限がなさ

れていたが、今回の新たな政令により、オリンピック

や国際レベルの称号等を持つアスリート及びプロアス

リートに公式に登録されている１５歳以上の選手の活

動についてのみ許可され、スポーツ・身体的活動につ

いては、参加者が同一世帯の構成員である場合と、

個人スポーツおよび最大６名の参加者がいるスポー

ツにおいて、少なくとも３メートルの相互距離を継続的

に維持できる場合にのみ許可されることとなった。 

 

●国内制限措置の強化及び移動制限の例外の追加 

 【２３日】 

２３日、スロベニア国立公衆衛生研究所は、スロベ

ニア全域をレッド地域に指定した。また、スロベニア政

府は、新たな国内措置の導入を発表した。概要は以

下のとおり。 

（１）営業にかかる制限強化 

 １０月２４日より、以下のとおり営業制限が設けられ

る。本制限の期間は７日間で、その後状況に応じて

見直しがなされる。 

ア．原則、店舗での物品販売・サービス提供が禁止さ

れ、小売店、文化施設、スポーツ施設、理容・美容室、

洗車サービス等を含め閉鎖される。下記の店舗・サ

ービスのみが例外となる。 

・食料品店、農産品を販売する店舗 

・調剤薬局およびドラッグストア 

・医療機器、整形外科機器を取り扱う店舗 

・マーケット 

・ペットフード・飼料販売店 

・店舗内におけるガーデン・農作物プログラム 

・苗木販売、園芸、農業に関連した店舗 

・花屋 

・ガソリンスタンド 

・車両及びバイク等の点検や修理等に関わる店舗 

・建築や設備に関連した物品を販売する店舗 

・銀行 

・保険サービス 

・郵便局 

・配達サービス 

・キオスク等、新聞・雑誌の売店 

・公共の安全及び健康に関わる緊急サービス 

イ．午前６時～午後９時の間、集積地点における飲食

物及び物品の引渡し（テイクアウト等）は許可される。
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また、飲食物及び物品のデリバリー・遠隔販売等も

可能。 

ウ．下記の例外を除き、宿泊施設が閉鎖される。 

・経済活動に従事する目的で宿泊施設を必要とする

個人 

・スロベニア国内に於いて公共サービス活動を行う者 

・ビジネス上の理由でスロベニアに来る外国人または、

外交使節団の代表者等 

・医療提供者から治療のために紹介された者、また

は宿泊施設で医療活動を行うように紹介された者 

・アスリート、スポーツ専門家、およびスポーツ法に従

って補足的な専門的作業を行う者 

・新型コロナウイルス感染を抑制するための措置を実

施する目的で、隔離または検疫の措置を実施する

場合 

・この法令の発効時にすでに宿泊している宿泊客（予

約期間終了まで） 

（２）教育関連機関の閉鎖 

 １０月２６日より教育機関が閉鎖される。本制限の

期間は７日間で、その後状況に応じて見直しがなされ

る。 

ア．幼稚園、小中学校、高校、大学ほか高等教育機

関を含む教育関連機関の閉鎖（教育機関の職員、職

場勤務等を行うため子どもの世話ができない家庭等

の子ども等、例外あり） 

イ．学生寮等の閉鎖（留学生等、他に宿泊する場所

のない者は引き続き滞在可能） 

ウ．幼稚園については、地方自治体の判断で必要と

判断した場合、例外的に開園が可能。 

（３）公共交通機関の運行縮小 

 今後、公共交通機関サービスは、通常の３分の１で

運行される。 

（４）夜間移動制限時間（午後９時～午前６時）の例外

事項に、以下が追加された。 

ア．飲食物、医薬品及び生活必需品のデリバリー（テ

イクアウトは不可） 

イ．スロベニアを通過するトランジット目的の移動、外

国から帰国した際の国内居住地への移動 

（５）地域間移動制限の例外事項の追加 

ア．スロベニアを通過するトランジット目的の移動、外

国から帰国した際の国内居住地への移動 

イ．既に例外事項である親族の訪問について、家族

の介護等を目的とした訪問に加え、親による子ども等

への訪問も可能 

 

●不急の医療サービスの停止 【２５日】 

政府は、医療サービスに関する新たな制限措置を

発表した。 

（１）予防医療サービスの一時停止 

一部の例外を除き、全ての予防医療サービスが一

時停止となる。例外は以下のとおり。 

・がん早期発見に係るスクリーニング検査 

・妊婦、出産直後の母親、新生児等に係る治療 

・１歳までの児童の予防検診 

・職業、輸送、スポーツ分野での予防的医療サービス 

・ワクチン接種及び特定の予防医療サービスを行わ

ないことで、患者の健康に直接的に悪影響を及ぼす

と考えられる場合の医療サービスの提供 

（２）専門的検診や一部手術の制限 

 「緊急（nujno）」及び「大急(zelo hitro)」の手術、がん

治療、妊婦・出産直後の母親・新生児の治療などを

除き、通常の専門的検診や緊急度の比較的低い手

術等も制限される。 

 

 
（Photo: www.sloveniatimes.com） 

 

●自治体間の移動制限 【２７日】 

これまで地域間の移動制限が制限されていたが、

更なる移動制限がかかり、自治体間の移動が制限さ

れた。 

（１） 例外事項 

 主な例外事項は以下のとおり。なお、近親及び同世

帯の人間については同行が認められる。 

・通勤のための移動及び業務関係の移動 

・経済活動、農業・林業活動 

・命、健康、所有物への危険を排除するための移動 

・支援を必要とする者及び家族に対するサポート 

・医療機関・薬局・リハビリサービス等へのアクセス 

・大使館・領事館へのアクセス 

・救急・緊急サービスへのアクセス 

・司法手続・行政手続機関等へのアクセス 

・障がい者用サービスへのアクセス 

・私有地の季節メンテナンスのための移動 

・スロベニアを通過するトランジット目的の移動、外国

から帰国した際の国内居住地への移動 

・最寄りの店舗が近隣の自治体にある場合 

・墓地の緊急メンテナンスのため 

（２）必要書類 

 自治体間の移動を行う場合には、上記（１）の例外

事項に該当することを証明するもの及び以下の情報

を含むステートメントが必要となる。 

 氏名、本籍、住所、目的地、移動理由、同行者の情

報、「自身及び同行者が隔離対象ではない」旨の宣

誓、「現在の制限措置を理解し、それを尊重している」
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旨及び「違反した場合の責任を認識している」旨の宣

誓 

 

 
（Photo: www.sloveniatimes.com） 

 

●政府、新型コロナウイルス検査に関し勧告を発出 

 【２７日】 

２７日、政府の新型コロナウイルス感染症専門家チ

ームのベオビッチ・グループ長は、記者会見において、

検査実施件数が大幅に増加しており、迅速な検査結

果が得られない状況が発生しているとして、政府専門

家チームから医療機関に対して、ＰＣＲ検査に関する

新たな勧告を発出したと述べた。勧告によると、検査

の対象として、新型コロナウイルス感染の症状があり、

重病になることが予想される者、すなわち６０歳以上

の高齢者、持病を持つ者、免疫力の低い者等が優先

される。また、疫学的状況も考慮し、より脆弱な立場

にある人々と接触する者や多人数と接触する者も優

先される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会・文化・スポーツ 

●５人に１人が児童の性的虐待被害の経験 【６日】 

法務省が委託した調査結果によると、スロベニアで

は５人に１人が子どもの頃に性的な嫌がらせを受け

た経験があることが明らかになった。コズロビッチ法

務大臣は、スロベニアは性的虐待の被害にあった児

童が、その後に潜在的な被害を受けることがないよう

な方法を模索してきていると述べ、同問題に対処する

ため、性的虐待やその他の犯罪の被害にあった児童

や犯罪を目撃した児童のための特別施設である「子

供の家」設立を可能とする法案を２０２１年に議会に

提出予定であると述べた。 

 

 
（Photo: Nebojša Tejić/ STA） 

 

●カヌースラロームワールドカップ、スロベニア人選

手が優勝 【１８日】 

スロベニアのタツェンで開催されたカヌースラロー

ムワールドカップにおいて、スロベニア人のルカ・ボジ

ッチ選手が男子の部で優勝を果たした。今回のワー

ルドカップは、新型コロナウイルスの影響で、ドイツ、

英国、フランス、ポーランド、スロバキア、チェコ等の

選手が出場をキャンセルした中で行われたもので、

優勝後、ボジッチ選手は、「今回は本来のワールドカ

ップではなかったが、地元で優勝することは格別であ

り、優勝は優勝だ」とコメントした。同選手は２０１８年

にスペインにおけるワールドカップで優勝しており、通

算２勝目。 
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アピツーリズム 

～蜂の世界へようこそ～ 

 

スロベニア発祥のアピツ

ーリズム（apitourism）とは、

養蜂やミツバチの生活に

密接に関連した観光のこと

です。同観光を推進するウ

ェブサイトによれば、スロベ

ニアは、この分野の観光サ

ービスの認証制度を有す

る唯一の国で、自然の中で

様々なサービスが楽しめま

す。今回はその一部をご紹

介します。 

 

スロベニア西部コバリド市近くにある養蜂場「コ

ズヤク（Kozjak）」では、養蜂箱が隣接した小屋で、

蜂とともに一つ屋根の下で過ごすことができます。

滞在中は、養蜂箱からの空気を吸い、ハニーマッ

サージを体験、養蜂を見学して、自然を満喫。 

  

 
 

＜蜂の巣エアロゾル＞ 

蜂の巣からのエアロゾルは、エッセンシャルオイ

ル、フラボノイド、蜂蜜、花粉、プロポリス、その他

の健康に役立つ要素が含まれている空気です。ミ

ツバチの自然音を聞きながら、ミツバチの巣箱から

直接エアロゾルを集中的に吸入することにより、ス

トレス障害、一部の呼吸器疾患等の治療に効果的

で、リラックス効果があるとのことです。 

 

 

 

 
 

＜蜂蜜マッサージ＞ 

蜂蜜マッサージには、人体に良い栄養素のみを

含む国産の花の蜂蜜を使用します。このタイプの

マッサージの目的は、筋肉をほぐすことではなく、

体のデトックスです。血液循環を改善し、肌に栄養

を与え、毒素を取り除き、免疫システムを強化しま

す。 

 

 
 

＜養蜂場の夜＞ 

静かな環境で夜を過ごし、ミツバチの声を聞き、

ミツバチの巣からの空気を楽しみたい場合は、養

蜂場での宿泊も可能。ハチの巣箱の正面にあるガ

ラス越しには、安全に蜂の様子を見ることもできま

す。 

そのほか、同養蜂場では、養蜂見学ツアー、蜂・

ハチミツ製品の販売も行っており、また、同地域

は、ソチャ川や滝をはじめとした豊な自然に囲まれ

ており、ハイキングやアウトドアスポーツが楽しめま

す。 

 
（出典） 

https://www.apiturizem.si/en/  

http://www.kozjak.si/en/apiterapija 
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スロベニア日本国大使館 
電話：+386-1-200-8281 又は 8282、Fax：+386-1-251-1822、Email：info@s2.mofa.go.jp 

Web：http://www.si.emb-japan.go.jp/website_jp/index_j.html 

●本資料は、スロベニアに関心のある方であれば誰でも受け取ることができます。新たに配信を希望される方、あ

るいは今後配信を希望されない方は、以下のメールアドレスにご連絡ください。 

 info@s2.mofa.go.jp 

★在スロベニア日本国大使館のフェイスブックもご覧ください！ 

スロベニアにおける日本の外交活動、文化行事のお知らせ等の情報を随時発信しております。 

https://www.facebook.com/Embassy.of.Japan.in.Slovenia 

★スロベニア人向けニュースレター「Living in Japan」のご紹介 

当館では、毎月スロベニア人向けに日本紹介のニュースレター「Living in Japan (Življenje na Japonskem)」をスロ

ベニア語で発信しています。今年は各都道府県に焦点を当てて、各地の歴史・産業・観光・物産品等を紹介してまい

り ま す 。 こ の ニ ュ ー ス レ タ ー は 当 館 の ホ ー ム ペ ー ジ で も 公 開 し て お り ま す の で 、 ど う ぞ ご 覧 下 さ い 。

http://www.si.emb-japan.go.jp/Living_in_Japan.html 

 

【領事班からのお知らせ】 

●スロベニアに９０日以上滞在される方は、在留届を提出してください。 

（※インターネットでの提出が便利です。→ http://www.ezairyu.mofa.go.jp/） 

●新型コロナウイルス：引き続き最新情報を入手し、感染予防に努めてください。 

 

【参考情報】 

１．外務省海外安全ホームページ 

本サイトでは、各国・地域での新型コロナウイルスの発生状況、新型コロナウイルス（日本からの渡航者・日本

人に対する各国・地域の入国制限措置及び入国・入域後の行動制限）等の情報を掲載しています。 

https://www.anzen.mofa.go.jp/ 

 

２．たびレジ簡易登録 

本サービスは、メールアドレスとメール配信を希望する国・地域を選択するだけで、当該在外公館から領事メー

ルを受信することが出来ます。ぜひご活用下さい。 

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/simple/register 

 

３．スロベニア国立公衆衛生局は、国内状況や感染予防の方法等について公開しています。 

https://www.nijz.si 

（主にスロベニア語） 

 

４．スロベニア政府が、新型コロナウイルスに関する特設サイトを開設しました。コロナウイルスに関連した保

健省の特設電話番号はこちらに掲載されています。 

https://www.gov.si/en/topics/coronavirus-disease-covid-19/ 

 

５．新型コロナウイルス感染症に備えて ～一人ひとりができる対策を知っておこう～（首相官邸） 

https://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/coronavirus.html 

 

６．新型コロナウイルス感染症に関する情報について（厚生労働省）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html 

 

７．リュブリャナ空港ホームページ 

https://www.fraport-slovenija.si/en/Main 
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８．スロベニア政府の下記のツイッターアカウント等で、随時情報発信が行われておりますので、こちらもご確

認ください。 

●政府（英語）：https://twitter.com/govslovenia 

●政府（スロベニア語）：https://twitter.com/vladars 

（英語版と若干内容が異なります。） 

●外務省：https://twitter.com/mzzrs 

（主にスロベニア語) 

●保健省：https://twitter.com/minzdravje 

（主にスロベニア語） 

 

【広報文化班からのお知らせ】 

●最新情報は、当館フェイスブックでチェック！ 

 https://www.facebook.com/Embassy.of.Japan.in.Slovenia/ 

 


